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お正月の定番“お雑煮”筆者の家ではしょうゆベースのすまし汁に鶏肉

と野菜を入れたものに角餅を入れて食べます。他にも味噌ベースやぜんざ

い風のものもあったり、豚汁やけんちん汁風のもの、角餅の代わりに丸餅

が入っていたりなど地方によって様々です。沖縄ではお雑煮を食べる風習

がなく、その代わりに中味汁という豚モツの入った汁を食べるそうです。

自分では「これぞお雑煮！」と思っているものも地方によっては全然違

うものだったりして、汁物ひとつとっても日本の食文化の奥深さを感じる

ことができると思います。最後にみなさんの家のお雑煮はどのようなもの

ですか？教えていただけると幸いです。
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収
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2階 介護職

牧野 礼

沢山悩み、沢山壁にぶち当たると思い

ますが、先輩方に助けていただきながら

同期と励まし合いながら少しずつ成長し

ていきたいと思います。宜しくお願いい

たします。

蕎麦は他の麺類より切れやすいことか

ら「今年一年の災厄を断ち切る」という

意味を込めて大晦日の晩に食べるように

なったとされています。皆さんにとって

新年が良い年となりますように...


